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共研報告:ジオテキスタイル補強土壁の設計・施工法に関する共同研究

建設省土木研究所 材料施工部施工研究室 宮武裕昭

落合良隆

まえがき

ジオテキスタイル補強土壁に関する設計法として、平成4年3月に(財)土木研究センターより、

「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアノレ」が刊行され、現在もこれに基づい

て設計がなされている。このマニュアルでは、ジオテキスタイルを用いたあらゆるタイプの補強

土壁(のり面勾配:1割~直壁、壁面工:土のう巻込みタイプ~コンクリートブロックタイプ)

を対象としているが、近年既往の実験などから剛性の高い壁面工を用いることによって壁面の変

形抑止、ジオテキスタイルの必要引張力の低減などの効果があることが明らかとなっている。

このため、比較的剛な壁面工を有する補強土壁を対象とし、壁面工の効果を反映したより合理

的なジオテキスタイル補強土壁の設計・施工法を提案することを目的として平成 5~7 年度の予

定で建設省土木研究所、(財)土木研究センター及び民間12社による「ジオテキスタイル補強土壁

の設計・施工法に関する共同研究」を実施しているので、その概要について報告する。

2. 研究項目

(1)設計法WG

比較的剛な壁面工を用いた

補強土壁の壁面工の効果を考

慮、した設計法について検討し

ている。特に壁面工による拘

束効果(ジオテキスタイルの

必要抑止力の低減)の算出、

壁面工とジオテキスタイルの

相互作用について文献・資料

調査、各種試算、実物大実験

を通じて検討している。

(2)変形解析WG

ジオテキスタイル補強土壁

の安定・挙動に及ぼすパラメ

ータとして、壁画工の種類、

盛土材の種類、ジオテキスタ

設計法WG 変形解析WG 施工法WG
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い各種訟針手法の鼠算数値解析のモデル化の! : i施工よの問題点の整理
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比較的岡IJな壁面工を用いた補強土壁の設計・施工法の提案

イルの種類・配置、補強土壁の形状・寸法などがある。これら各種の要因により、補強土壁の変

形挙動も異なり、壁面工の効果も異なってくると考えられる。このため、各種条件に対する補強

土壁の変形挙動を確認するために、文献・資料調査、実物大実験の他、 FEM解析による数値実
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